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台東区次世代育成支援計画（第二期）パブリックコメントの実施結果 

 

意見募集期間 令和元年１２月９日（月）～令和２年１月９日（木） 

意見受付場所 

台東区役所子育て・若者支援課、区政情報コーナー、区民事務所・同分室、 

地区センター、生涯学習センター１階受付、各子ども家庭支援センター、 

台東保健所２階保健サービス課、浅草保健相談センター、松が谷福祉会館 

保育園、幼稚園、認定こども園、地域型保育事業所、定期利用保育室、 

認証保育所、一時預かり実施施設、児童館、こどもクラブ、小学校、中学校 

             合計 １６３か所 

意見受付件数 ４５人 ９８件 

提出方法の内訳 
郵送     ０人   ０件   ファクシミリ  ２人  ４件 

ホームページ ８人  １９件   持参     ３５人 ７５件 

 

基本目標１ 安心して子供を生み健やかに育てられるよう切れ目のない支援を行う 

 

（１）妊娠・出産に対する支援 

No 意     見 区の考え方 

１ 

妊婦健診、乳幼児健診の受診率は、100％に近

づけられるよう、さらなる努力、工夫を求めたい

と思います。 

未受診者に対する受診勧奨などを今後も継

続するとともに、ひとりでも多くの方に受診

いただけるよう丁寧に対応してまいります。 

 

 

（２）母子保健の推進 

 

No 意     見 区の考え方 

２ 

文京区の境に居住している身として、いつも文

京区の病院に行っている。 

台東区指定病院は普段使わないような遠方の

病院を受診することになるので、一定区間につい

ては隣接する区での定期健診、予防接種を可能と

してほしい。 

現在、定期予防接種については、２３区内

相互乗り入れを実施しているため、隣接区で

の接種が可能です。しかし、おたふくかぜ等

の区独自の任意接種や乳幼児健診について

は、区内の医師会の協力のもと、実施してお

り、他区の医師会に加入している医療機関と

個別に契約を結ぶことは困難です。お住いの

地域によっては、遠方までご足労いただくこ

とになり申し訳ございませんが、ご理解のほ

どお願いいたします。 

 

 

 

別紙１ 
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No 意     見 区の考え方 

３ 

１歳半健診時に、小児科受診と歯科検診が分か

れており大変不便に感じた１回で済むように工

夫してもらいたい。 

１歳６カ月児健診につきましては、区内両

医師会の協力のもと、医療機関にて受診いた

だく仕組みとなっておりますが、受診日時を

選択できる点、かかりつけ医の定着促進を図

れる点などに効果があると考えております。

ご不便を感じる点もあるかと思いますが、健

診の趣旨をご理解いただければと思います。 

４ 

多胎児の移動手段や育児で困っている人は多

い。公共交通機関が利用できないものが多いので

タクシー代の助成やファミサポの手厚い助成を

つくってほしい。一時保育の優先権や２人目を減

額するなどもあると助かると思う。 

一時保育は、保護者が仕事や病気等の理由

により、家庭で一時的に保育ができない方を

対象に、利用定員を設けて運用しており利用

者数が限られています。多胎児向けの優先枠

を確保することについては、今後の利用動向

等を踏まえ、検討してまいります。 

なお、利用料については、多胎児も多子世

帯の減額が適用されます。また、ファミリー・

サポート・センターの助成については、ご意

見を踏まえ、今後の区の施策の参考とさせて

いただきます。 

また、区としての多胎児家庭への支援につ

いては、今後も多胎妊娠についての情報提供

をはじめ、交流会の実施、ヘルパーの派遣な

どにより、精神的・身体的負担の軽減を図っ

ていきます。支援の充実については、いただ

いたご意見も踏まえ、引き続き検討していき

ます。 

５ 

多胎児育児のフォロー 

（検診は行きたくても行けませんでした※事前

連絡済） 

区としての多胎児家庭への支援について

は、今後も多胎妊娠についての情報提供をは

じめ、交流会の実施、ヘルパーの派遣などに

より、精神的・身体的負担の軽減を図ってい

きます。支援の充実については、いただいた

ご意見も踏まえ、引き続き検討していきます。 

６ 

検診を土曜日や日曜日に実施する 

（検診行くために終日仕事を休む現実がありま

す。ただでさえ、こどもの病気で休みまくってい

るので、民間企業に勤めるママは厳しいです。） 

区では質の高い健康診査を受けていただく

ため、医師・歯科医師・心理相談員・保健師・

歯科衛生士・栄養士等多くの専門職により、

健康診査並びに個別相談を実施しています。

そうした多職種の連携が必要なことから、現

時点では、土曜日や日曜日の実施が難しい状

況です。そのため、保護者の皆様にはご不便

をおかけする点もございますが、健診の趣旨

をご理解いただき、ご協力をお願いいたしま

す。 

７ 

基本目標 1）おたふくかぜの予防接種の助成は

すばらしい！ 

ご意見をいただき、ありがとうございまし

た。今後も引き続き、より満足度の高い事業

の推進に努めてまいります。 
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基本目標２ 教育・保育の質と量を充実する 

（１）教育・保育施設の整備 

No 意     見 区の考え方 

８ 

1 歳児以降の保育園中途入園の定員を増やし

て欲しいです。0歳児で保育園に入らなければそ

の後の保活が困難になるから月齢 6 ヶ月くらい

で泣く泣く我が子を預けて職場復帰をする人を

沢山見てきました。 

周りの子育て中のお母さんとお話していても、

預けたいタイミングで預けられるかわからない

からまだ自分で育てたい時期の復職になってし

まうという意見をよく聞きます。 

私自身も保活に苦労し復職が困難になるので

はと散々悩みましたが、5ヶ月で保育園に入れる

ことはとても考えられず現在待機児童をしてい

ます。 

1 歳以降の定員が増えれば、育休をとり子育て

に専念する期間の選択肢が広がると思います。 

区では、年度途中で産休・育休から職場復帰

を予定されている方を対象に、「産休・育休明

けの入所予約事業」を実施しております。ま

た、本計画に基づき、待機児童の解消を図る

ため、待機児童の分布や保育ニーズなどを見

据えながら保育施設の整備を進めてまいりま

す。 

９ 

既に待機児童数の低減等に関わる施策を打っ

ていることは素晴らしいと思う。 

本計画に基づき、待機児童の解消を図るた

め、待機児童の分布や保育ニーズなどを見据

えながら保育施設の整備を進めてまいりま

す。 

 

１０ 

小学生と幼稚園に来年度から入園する子供が

いる立場から見て、区立幼稚園の入園希望者の急

な低下が気になっています。 

策定時にはここまでとは予想されていなかっ

たのかもしれませんが、定員の調整やこども園へ

の転換など考えて頂きたいです。 

 

 

 

 

 

区立幼稚園につきましては、義務教育及び

その後の教育の基礎を培うものとして、未就

園児の会や子育て相談などを実施し、地域に

根差した幼児教育を行ってまいりました。 

 また、小学校に併設している利点を活かし、

広い校庭や体育館を利用した体を思いきり動

かす活動や、就学前と就学後の教育のスムー

ズな接続を図るため合同行事や合同研究を実

施しております。残念ながら園児数は平成 29

年度以降減少傾向でございますが、社会情勢

が変化してきた現在でも、こうした特色を活

かした幼児教育を提供していく必要があると

認識しており、区立幼稚園の魅力の向上と発

信に努めてまいります。 
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No 意     見 区の考え方 

１１ 

台東区の現状を数値とグラフで見れた事がと

ても役に立ちました。台東区の人口、子供の人口

が増えていることなどはとても喜ばしいことだ

と思いますが、歴史ある区立幼稚園が定員割れを

しており、存続の危機に面している点、区として

はどのようにお考えでしょうか。 

区立幼稚園につきましては、義務教育及び

その後の教育の基礎を培うものとして、未就

園児の会や子育て相談などを実施し、地域に

根差した幼児教育を行ってまいりました。 

また、小学校に併設している利点を活かし、

広い校庭や体育館を利用した体を思いきり動

かす活動や、就学前と就学後の教育のスムー

ズな接続を図るため合同行事や合同研究を実

施しております。残念ながら園児数は平成 29

年度以降減少傾向でございますが、社会情勢

が変化してきた現在でも、こうした特色を活

かした幼児教育を提供していく必要があると

認識しており、区立幼稚園の魅力の向上と発

信に努めてまいります。 

１２ 

区立幼稚園が無くなってしまうのでは？と心

配されている方も沢山います。 

区立幼稚園につきましては、義務教育及び

その後の教育の基礎を培うものとして、未就

園児の会や子育て相談などを実施し、地域に

根差した幼児教育を行ってまいりました。 

また、小学校に併設している利点を活かし、

広い校庭や体育館を利用した体を思いきり動

かす活動や、就学前と就学後の教育のスムー

ズな接続を図るため合同行事や合同研究を実

施しております。残念ながら園児数は平成 29

年度以降減少傾向でございますが、社会情勢

が変化してきた現在でも、こうした特色を活

かした幼児教育を提供していく必要があると

認識しており、区立幼稚園の魅力の向上と発

信に努めてまいります。 

１３ 

教育・保育設備の整備に関して，これまで取り

組んでこられた努力が実り平成 28 年度を境に待

機児童の数が減少していることは高く評価いた

しますが，依然，待機児童が発生していることは

事実ですので，待機児童をゼロにすべく，認可・

認証を問わず保育園の数を増やす努力をしてい

ただけると嬉しく思います。具体的には期間限定

で設置された御徒町緊急保育室のような保育園

を複数設置し，保護者の意見をヒアリングし，需

要が高いと判断できる園に関しては暫定的な設

置から常時設置に切り換えるなどの方策が望ま

しいと考えます。また，保育園の数を増やすにあ

たり，保育士の確保が大変重要になると思います

ので，保育士の賃金や福利厚生など処遇を改善す

べく補助金を確保するなどの政策があると良い

と思います。 

本計画に基づき、待機児童の解消を図るた

め、待機児童の分布や保育ニーズなどを見据

えながら保育施設の整備を進めてまいりま

す。また、本区では、保育士の確保を促進す

るため、宿舎借上げ支援事業やキャリアアッ

プ補助金などで処遇改善に努めるとともに、

保育士等の子供の保育園入園申請の際に指数

を加算することにより、職場復帰を支援して

おります。 
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No 意     見 区の考え方 

１４ 

谷中エリアに幼稚園が３つあります。女性の活

躍を推進させようという動きがある中幼稚園に

預けるのでは正社員が働くことは難しいと思い

ます。台東区全域で考えると保育園の数は増えて

いますが、預けるだけでなく通勤を考えると自宅

近くにないと意味がありません。以前友人が問い

合わせた時に土地がないからという返答だった

様ですが本当にそうなのでしょうか。保育園に預

けることが難しいからと仕事を復帰できないで

いる友人もいます。都外から越してきて入園でき

ず、子供を実家に残したまま離れてくらしている

知人もいます。実家は兵庫だそうです。保育園の

増設を切望すると共に、難しければ幼稚園の延長

保育の時間を１８時～１９時へ延ばし夏休み、冬

休み期間も保育できるよう体制を整えていただ

けないでしょうか。お願いします。 

 

本計画に基づき、待機児童の解消を図るた

め、待機児童の分布や保育ニーズなどを見据

えながら保育施設の整備を進めてまいりま

す。また、現在、区立幼稚園では、教育時間

後の預かり保育を実施しておりませんが、私

立幼稚園が実施している預かり保育を支援し

ております。私立幼稚園からは、提供時間の

延長や長期休暇中の実施に関しては教諭の確

保や実施場所の調整等が必要になるとの話を

伺っております。ご意見については改めて各

園に情報提供させていただきます。 

 

１５ 

近所（谷中地域）にあるのは、幼稚園ばかりで

保育園が少なく不便しております。 

他にも同じ様に思い不便を感じているまたは、

それが原因で待機児童が増えてしまう要因の一

つになるのではないでしょうか？ 

近隣の保育園設立を考える事はできないでし

ょうか。是非、ご一考くださいませ。 

 

本計画に基づき、待機児童の解消を図るた

め、待機児童の分布や保育ニーズなどを見据

えながら保育施設の整備を進めてまいりま

す。 

１６ 

台東区全体として保育園が少ない。待機児童が

多い。特に谷中地区には保育園が少なく困ってい

ます。近所の保育園は倍率が高すぎて入れませ

ん。 

本計画に基づき、待機児童の解消を図るた

め、待機児童の分布や保育ニーズなどを見据

えながら保育施設の整備を進めてまいりま

す。 

１７ 

谷中地区に保育園をもっとふやして下さい。特

に 5 歳までの保育園がとても少なく困っていま

す。また、台東区全体としても保育園が少なく困

っています。 

希望の園を出しても落ちるので、行きたい保育

園を選ぶことができません。 

幼児期の大事な時期に過ごす園を親が決める

ことができないのはとても残念です。 

私は荒川区から転入してきましたが、保育にか

ける施策がとても少なく驚いています。 

 

本計画に基づき、待機児童の解消を図るた

め、待機児童の分布や保育ニーズなどを見据

えながら保育施設の整備を進めてまいりま

す。 
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No 意     見 区の考え方 

１８ 

公立幼稚園の入所率の低さに必要性がわから

ない。 

区立幼稚園につきましては、義務教育及び

その後の教育の基礎を培うものとして、未就

園児の会や子育て相談などを実施し、地域に

根差した幼児教育を行ってまいりました。 

また、小学校に併設している利点を活かし、

広い校庭や体育館を利用した体を思いきり動

かす活動や、就学前と就学後の教育のスムー

ズな接続を図るため合同行事や合同研究を実

施しております。残念ながら園児数は平成 29

年度以降減少傾向でございますが、社会情勢

が変化してきた現在でも、こうした特色を活

かした幼児教育を提供していく必要があると

認識しており、区立幼稚園の魅力の向上と発

信に努めてまいります。 

１９ 

区立幼稚園は定員割れ、しかし保育園に入れな

くて困っている人がいる。担当省庁の違いなど、

あるとは思いますが、定員割れした幼稚園の空き

スペースを、保育所や学童（放課後子どもクラブ）

などに活用することができたらいいなと思いま

す。 

幼稚園の空きスペースを保育園やこどもク

ラブ等に活用することは、課題が様々あるこ

とから、現状では困難だと考えております。

今後、研究してまいりますので、ご理解のほ

どお願いいたします。 

 

２０ 

池之端地区に保育園を新設してください。足り

ずに困っています。何年も状況が変わらず。土地

がないと言いますが、マンションの新築が進んで

おり、ニーズは高まっています。早急に対応して

ください。 

本計画に基づき、待機児童の解消を図るた

め、待機児童の分布や保育ニーズなどを見据

えながら保育施設の整備を進めてまいりま

す。 

２１ 

区立幼稚園について 

・明るく良い先生が多く、小学校の広い校庭を

利用できる等、環境も良いのに、園児数が定員割

れしてしまうのはもったいない。 

区立幼稚園の魅力についてご理解いただき

ありがとうございます。このような良い点が

より多くの方に伝わるよう、区立幼稚園の魅

力の向上と発信に努めてまいります。 

 

 

（２）多様な保育サービスの展開 

No 意     見 区の考え方 

２２ 

 ファミサポ、いっとき保育、病後児保育等のた

くさんの取り組みはわかりますが、どれに参加す

るにも手続きに面接→書類作成と面倒だと感じ

ることばかりが目立ちます。０歳児検診の時に、

一度で済まないものでしょうか。本当に必要と思

ったときに利用できません。 

ご意見の中で例示されている事業のうち、

居宅訪問型病児・病後児保育は、運営事業者

と直接手続きしていただくことで利用できま

す。居宅訪問型病児・病後児保育以外の事業

について、事前登録・事前面談をすることは、

責任を持って、お子さまを安全にお預かりす

るために必要なものと考えております。ご理

解のほど、お願いいたします。また、健診時

の複数事業の一斉の事前面接については、ご

意見を踏まえ、今後の区の施策の参考とさせ

ていただきます。 
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No 意     見 区の考え方 

２３ 

 働きやすい（会社にいやすい）環境を整えてほ

しい 

●病児保育 

●低年齢の待機児童減 

●子育てママリソース活用 

※子連れでも働ける場所の提供、マッチング 

※区が運営している子ども向け設備 

※営利目的ではない、集会開催時の集客フォロー 

病児・病後児保育につきましては、現在、

居宅訪問型利用料助成や特定施設における病

後児保育を実施しております。今後も区民の

方へ制度等について周知することにより、保

護者が利用しやすいよう努めてまいります。 

また、これまでも認可保育所を誘致するな

ど、施設の整備を進めてまいりましたが、い

まだ待機児童が発生している状況です。本計

画に基づき、引き続き施設を整備し、待機児

童の解消に努めてまいります。 

さらに、区では、内職あっせんのほか、隣

接するハローワークうえのと連携し、就職活

動を支援しております。区内中小企業を対象

に、職場のワークライフバランスを推進する

ための経費の一部助成や融資制度など、職場

環境向上に向けた支援も行っております。 

区が運営している子供関係施設や集会開催

時の集客等での、保護者の方の雇用につきま

しては、ご意見を踏まえ、今後の区の施策の

参考とさせていただきます。 

 

 

２４ 

一時保育系が利用しづらい。他区の友人の話を

きいているともっと利用しやすいらしい。預ける

場所（いっとき保育のところが特に不便。ふやし

てほしい）、定員、申込のしやすさ、近所の園の

預けられる理由をもっとカジュアルにしてほし

い。調査では「実態と乖離～」という文言が”よ

くみられた”が、そもそも申込のない（候補とし

て考慮できない）くらい”つかえない”と判断さ

れているのでは？利用のハードルを下げる、電子

申込・抽選にするなど、民間の例を参考にしてサ

ービスを拡充してほしい。 

 いっとき保育事業等の拡充につきまして

は、ご意見を踏まえ、実施施設それぞれの稼

働率等を検証するとともに、行政需要・行政

課題を勘案し、検討させていただきます。ま

た、一時保育は、保護者が仕事や病気等の理

由により、家庭で一時的に保育ができない方

を対象に、利用定員を設けて運用しておりま

す。なお、予約管理の方法等については、ご

意見を踏まえ、引き続き検討してまいります。 

 

 

 

 

２５ 

一時保育の利用手続きを簡略化してほしい。子

どもを連れて朝一で区役所に行くのは困難なの

でオンラインなどでできると助かる。 

急な利用ができない、利用条件が他の地域と比

べて厳しいと感じている。 

申込み方法につきましては、ご意見を踏ま

え検討してまいります。 

また、初めてご利用される場合は、概ね２

週間前までに申し込みをし、事前面談を受け

ていただいております。これは、責任を持っ

てお子様を安全にお預かりするために必要な

ものであると考えております。ご理解のほど、

お願いいたします。 
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No 意     見 区の考え方 

２６ 

求職中なので保育園を探すのが必須だけれど、

現実的に無理なので困っています。今は児童館に

行くことで母子（0歳）共に大変助かっています

が、これから歩き出し動くようになるとこのまま

では保育的にも親だけでフォローできそうもあ

りません。一時保育のようなサービスがもう少し

拡充されると嬉しいです。また働き出した後の不

安として、病児保育の面が他区より手薄いと聞く

ので、その点も改善される事を期待します。 

いっとき保育事業等の拡充につきまして

は、ご意見を踏まえ、実施施設それぞれの稼

働率等を検証するとともに、行政需要・行政

課題を勘案し、検討させていただきます。ま

た、病児保育につきましては、現在、居宅訪

問型利用料助成を実施しておりますので、引

き続き制度について周知してまいります。 

２７ 

親 or 子が病気のときにすぐあずけられる所が

あればうれしい 

保護者が病気の際、事前登録及び予約がお

済みの場合は、ショートステイ事業またはい

っとき保育事業がご利用いただけます。子供

が病気の際の病児・病後児保育につきまして

は、現在、居宅訪問型利用料助成や特定施設

における病後児保育を実施しております。 

 

 

２８ 

短時間でも家事の補助等してくれる支援がほ

しい（6か月まで 1時間 500 円でしてくれるサー

ビスがあるが、１歳くらいまでにしてほしい） 

産後、母の体調が安定するまでの概ね６か

月を目安に利用期間を設定しております。利

用期間の延長については、いただいたご意見

を踏まえ、今後の利用者の意向を鑑み、区の

施策の参考とさせていただきます。 

 

 

２９ 

緊急時（特に当日）の一時保育受け入れの充実

の希望をします。 

一時保育事業の当日受付については、給食

の準備を含め運営態勢の確保が困難であるた

め、原則、前日（平日のみ）の正午までの申

し込みをお願いしております。ただし、初め

てご利用される場合は、お子さまを安全にお

預かりするため、園で事前に面接を行う必要

があるため、概ね 2 週間前までのお申込みを

お願いしておりますので、ご理解のほど、お

願いいたします。また、いっとき保育事業は、

事前登録がお済みで、施設の空きがある場合

は、当日ご利用いただけます。 

３０ 

６年前からのファミリーサポート活動や子育

て支援講習、その後の保育補助活動を通して思う

ことは、特に０～２才保育にあたり、その子供た

ちとママパパ達への細やかなサポートがいかに

大切であるかということです。区立保育園の大人

数保育よりも、認可を受けた家庭的保育室（台東

区では 7ヶ所）の良さを保護者のみならず、区役

所の方にももっと認識していただき、運営にあた

り長期的なバックアップをしてほしいです。ま

た、せっかくの一時預かりやファミリーサポート

との連携を考え検討していただきたいです。 

平成３０年度のニーズ調査でも、様々なニ

ーズに対応した保育サービスが望まれてお

り、区としてもその必要性を認識しておりま

す。 

本計画で多様なサービスの展開について掲

げており、家庭的保育事業もニーズに応じた

有効な方策であるため、引き続き必要な支援

を行ってまいります。 
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No 意     見 区の考え方 

３１ 

病児、病後児保育利用人数のパーセンテージが

低く、保護者が休み、家庭で療養する人がほとん

どだが、やはり具合の悪いままつれてくることも

多く、集団で広がってしまう、もう少し厳密なル

ールがほしい。（保護者によっては子の具合や他

人に広げてしまう、と考えるよりも仕事を休める

か、休めないかの方が、優先になってしまう人が

増えている。地方から出てきていて、協力者がい

ないなど、あるだろうけれども、ルールを無視す

る人が多くなっている。） 

保育園では、子供の状態を受け入れ時に把

握し、保育が可能であるかの判断をしており

ます。各保育園で一定の基準がございますの

で、引き続き保護者への周知に努めてまいり

ます。 

３２ 

いっとき保育や一時保育など、満１歳児からで

はなく、０歳からでも使えるものもほしい。急に

必要でも、０歳にはチョイスすらない。 

一時保育の緊急利用（保護者の入院・看護

等）の場合は生後８か月から利用可能となっ

ております。いっとき保育事業も含め、０歳

児の受入れについては、安全に保育を進めて

いくためには環境面での課題があるため、困

難です。ご理解のほど、よろしくお願いいた

します。 

 

（３）教育・保育サービスの質の向上 

No 意     見 区の考え方 

３３ 

保育園の先生方がお休みを取れているのか心

配です。休める様な職場環境を整備してほしいで

す。（現場の職員さんへの不満ではありません） 

保育士の職場環境につきましては、保育の

質の確保や、保育士の離職防止を図る上で、

大変重要であると考えています。今後とも保

育事業者に対して、保育所指導検査基準に基

づき、適切な指導を行ってまいります。 

 

３４ 

オムツの持ち帰りをやめてほしいです。（これ

も現場の職員さんへの不満ではありません）改善

よろしくお願いします。 

一部の保育園では、紙おむつの持ち帰りを

実施しております。頂いたご意見を対象の園

に伝えてまいります。 

３５ 

子供が保育園に通っているが、昨年 1年で当初

から在籍していた先生がほぼ全員退職した。1年

で先生がほぼ全員おやめになるという状況はよ

くあることなのか。新しい先生方とは元々の先生

達ほどはコミュニケーションをとらないので心

配している。 

保育士同士はもとより、運営事業者・保育

士・保護者相互のコミュニケーションを円滑

にし、運営の安定化と園児の安全・安心を確

保することが重要であると考えています。 

区では引き続き、運営事業者に対して適切

な園運営を指導してまいります。 
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No 意     見 区の考え方 

３６ 

区立幼稚園に通園しています。給食にしてもら

えると希望者が増えると思います。又は「水曜午

前保育」の復活を望みます。 

週５日のお弁当作りはかなりの負担です。 

園児が減っているのに PTA 会費 UP が納得でき

ないです。 

 

 

 

 

区立幼稚園においては、ご家庭でお弁当を

作り、それを持参し、お子さんが園で食べる

ということに、食育として一定の意義、重要

性があると考えております。 

しかしながら、この度の幼児教育・保育の

無償化の動きや、区立幼稚園においても給食

の提供を望む声があることを踏まえ、給食の

実施について検討をすすめてまいります。 

PTA 会費については、それぞれの PTA にお

いて決定されるものであり、区が関与するも

のではございませんが、ご意見についてお伝

えいたします。 

３７ 

区立幼稚園について 

働き方改革もあり、現職の先生方には負担をか

けない範囲で、民間委託のこども園にせずに、先

生の人数を少し増やし、母親がパート等で働ける

よう延長保育を取り入れたり、給食を取り入れた

りしてほしい。 

保育時間の延長につきましては、課題が

様々あることから、一時保育やいっとき保育

など他の事業の実施状況を踏まえながら、研

究をしてまいります。 

給食につきましては、この度の幼児教育・

保育の無償化の動きや、区立幼稚園において

も給食の提供を望む声があることを踏まえ、

実施について検討をすすめてまいります。 

３８ 

副食費の有償も他区や市部でも無償の所があ

る中、２３区で数少ない有償も残念。23 区の中

で、３番目に人口の少ない区ということは相対的

に子の人数も少なく、台東区ならできると思いま

す。 

幼児教育・保育の無償化では、食材料費は

無償化の対象外となっております。主食費相

当分は、これまでどおり区負担としますが、

保育料の一部として徴収していた副食費相当

分は、負担の公平性等を考慮して、徴収する

ことといたしましたので、ご理解のほど、お

願いいたします。 

 

 

３９ 

第３部第３章２の「（３）教育・保育サービス

の質の向上」における、「保育や子育て支援の専

門性を高め」について。専門性だけでなく、根源

的な自己肯定感や他者への愛情を、保育・教育に

携わる方々が持ち、個性豊かにのびやかに、人が

本来持っている良心や愛情に基づく保育がなさ

れるよう、心の整え方についての研修も、ぜひお

願い致します。知識やテクニックではなく、保育

士の心が健やかであり、国の将来を担うと言って

も過言ではない幼児教育の一端を担うという誇

りを持てる機会を作っていただければと思いま

す。また、環境教育ではなく情緒を育む活動とし

て、自然環境に触れる活動をより積極的に取り入

れて頂けたらと思います。 

 

台東区幼児共通カリキュラム「ちいさな芽」

に基づき、研修支援専門員が幼稚園・保育園

等を訪問して保育観察を行い、幼稚園教諭・

保育士等に対して心のケアも含めた助言を行

うことで、健全な保育・教育の実践に努めて

います。また、保育所保育指針等に基づき、

各園で生物や植物等の自然環境に触れる活動

を取り入れております。 
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（４）児童・生徒の放課後の居場所づくり 

No 意     見 区の考え方 

４０ 

放課後児童クラブの定員増については単に人

を増やすだけではなく質を担保するようにした

ほしい。 

たくさん受け入れるだけではなくて安心安全

な時間を過ごせるような人員の配置、トラブル防

止につとめてほしい。 

こどもクラブの運営にあたっては、職員の

配置基準を設け、子供たちが安全・安心に過

ごせるような体制づくりに努めております。

併せて、現場に保育経験のある区職員を派遣

し、子供への接し方などの巡回指導を行い、

現状の把握と助言・指導の充実を図っており

ます。また、こどもクラブごとに毎年アンケ

ート調査を行い、ニーズや問題点を把握し、

改善に向けた取り組みを実施しておりますの

で、ご理解のほど、お願いいたします。 

 

 

４１ 

 住んでいる地域には児童館もあり、放課後子供

教室もあるので、子どもも充実した放課後を過ご

せていますが、少し離れるとなくなります。区内

の地域格差を早急になくして頂きたいと思いま

す。 

区では、放課後の居場所としてこどもクラ

ブや児童館、放課後子供教室を実施していま

す。また、全小学校で校庭や体育館等を開放

し、遊びやスポーツの場を提供する生活指導

子供会を小学校 PTA 連合会に委託し、実施し

ています。現在、放課後子供教室は、各小学

校や PTA、コミュニティ委員会など関係団体

の方々との協議・調整がついた小学校から順

次実施しており、今後、全小学校での実施に

向け推進してまいります。ご理解のほど、お

願いいたします。 

 

 

４２ 

育休があるとはいえ、０歳児育児は大変な労

力、精神的疲労がかかります。しかし、０歳児対

応の児童館が少なく学童メインだったり、一時預

かりなどもほとんどなかったりと小さい子供と

親のリフレッシュの場が少ない。他区では０歳児

クラスのカリキュラム、歌（お昼寝）、ダンス（ア

ート）などしっかり組まれていて行きやすかっ

た。もう少し内容を検討してほしい。 

 

 

区内全児童館では、０歳から３歳までの子

供と保護者を対象に歌遊びや音楽に合わせた

体操などを行う「幼児タイム」を実施してお

ります。今後も子育ての不安や負担の軽減に

つながるよう、内容の充実に努めてまいりま

す。 

４３ 

今まで保育園、こども園、こどもクラブで保育

支援を受けてきました。子供の年齢によってその

都度要望も変化しますが、各施設で適度に保育指

導いただきました。 

高学年の放課後については本人が過ごしたい

と思う場所を選ぶため、大人の意向（希望）に合

わせるのは難しいと思いますが、自宅以外の居場

所を低学年のうちにつくってあげられるように

するのは大事かと思います。 

 

子供の居場所づくりのため、現在区では、

学習支援及び子供食堂を実施している団体に

対し、子供育成活動支援事業として補助金を

支給しています。また、児童館やこどもクラ

ブ、放課後子供教室等、放課後の児童の居場

所についても、引き続き、必要な家庭が利用

できるよう努めてまいります。 
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No 意     見 区の考え方 

４４ 

育英小に通う小学生と幼児の子供がいます。友

達から聞いたのですが、蔵前小では放課後クラブ

に民間のトライが入り、プログラミングなどのイ

ベント実施があるとのこと。同じ区立の小学校な

のに育英小にはなくうらやましいと思います。親

が仕事をしている、していないに関わらず、利用

できるそうで、区内のすべての小学校に開設して

欲しいと思います。同じ区内の区立の小学校なの

で教育に差をつけてはいけないと思います。学童

は利用者が増えているので３年生は入るのが難

しいと聞きます。放課後も安心して子供たちが過

ごせる居場所があるといいなと感じます。 

 

「放課後の安全・安心な居場所」の一つと

して、現在、区内全小学校で放課後子供教室

実施に向けた調整を行っており、調整がつい

た小学校から順次実施しております。また、

放課後子供教室の実施プログラムについて

は、事業者ごとに異なっておりますが、実施

校では毎年アンケート調査を行い、ニーズに

即したプログラムの提供を心がけておりま

す。 

 
 

基本目標３ 子供や親の学びと遊びの場を整備する 

（１）就学前教育の推進 

No 意     見 区の考え方 

４５ 

区立幼稚園ももっと体操教室などを充実して

もらいたいです。 

区立幼稚園に対しておよそ月１回のペース

で民間のスポーツ指導員を派遣しています。

その方法・回数等については、今後も各園の

意向を踏まえて実施してまいります。 

 

 

（２）学ぶ環境の整備 

No 意     見 区の考え方 

４６ 

例えば、政治経済の中心東京の台東区の中学生

の学力が、全国平均を大きく下回っている事は、

大問題ではないか？ 

学力向上に向けた対策は非常に重要な課題

であると認識しております。学力の差が顕著

に表れる中学生段階では、一人一人の課題に

応じた学力向上対策を進めていく必要がある

と考えております。今後も、各学校の取組が

子供の資質能力の向上に資するよう、関係事

業の推進に努めてまいります。 

 

４７ 

現在、中学校の特別支援員をしており、様々な

問題を抱えた子供達と触れ合っています。彼ら、

彼女らを幼少期から丁寧にケアしてあげること

ができたら、もっと素直に成長していたのでは、

とおもってしまいます。ぜひ横の連携をさらに深

めて、すべての子供が幸せに暮らせる台東区を目

指してください。 

特別支援教育支援員については、各幼稚

園・保育園、小中学校における支援の必要状

況等を考慮してそれぞれの配置数を決定して

おります。今後も、支援の連携について考慮

しながら、適切な配置に努め、すべての子供

が幸せに暮らせるまちを目指してまいりま

す。 
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No 意     見 区の考え方 

４８ 

小中学校の英語教育及び ICT 教育の推進…が

急がれている昨今であるが、教師は現状、多忙を

極めており教師がこれらを授業に取り入れるの

は困難と思われる。国家予算を投入してでも地域

在住のその道のプロや民間企業の力を積極的に

導入し、クラブ活動や放課後こども教室などでも

それらが継続して利用、学習出来る環境作りをす

べきと考える。また児童館にも子どもたちが利用

可能な英語教材、パソコン、ロボティクスキット

等を配備し、指導できる人材を地域から募ること

で引きこもり等の若者の支援にも繋がる可能性

を模索すべきと考える。塾などに依存せずとも学

校や児童館で英語や PC、ロボティクス教材に触

れることが出来れば所得格差によるこどもの学

ぶ機会の格差軽減も可能と考える。 

 

ＡＬＴを配置した英語教育や情報活用能力

の育成に資するＩＣＴ教育が日常的に行われ

ているところです。今後も区内の教育の機会

均等のため全ての教育の質の向上を図ってま

いります。また、放課後についても、放課後

子供教室や児童館において、英語やプログラ

ミングなどの催しや関連する書籍等を配架す

るなど、学ぶためのきっかけ作りとなるよう

努めてまいりました。今後も、現代的な教育

課題に即した教育活動の充実に努めるととも

に、放課後子供教室や児童館での活動も推進

してまいります。 

４９ 

基本目標２）教育活動アシスタントについて

は、ボランティアだけに頼らず、人員確保の方向

で検討して欲しい。体育や、例えば種まきなど、

座学でない時は、安全面に不安がないとは言いき

れない。 

「教育活動アシスタント」の募集の際には

広報の仕方を工夫し、人材確保に努めてまい

ります。そして、安全面への配慮をはじめと

した、児童・生徒への指導内容や方法につき

ましても、各学校へ適切に周知してまいりま

す。 

 

 

５０ 

スクールカウンセラー 

相談がある時に自ら部屋に行き話をするとい

う形だとなかなか利用が気軽に出来ないように

感じます。 

各学校では、子供の状況に応じて時間や場

所を工夫して対応しているほか、休み時間、

授業中、給食時間中などスクールカウンセラ

ー自身が観察して、気になる子供に自ら声を

かけるなど、悩みや不安を抱えている子供に

十分に注意をしております。 

また、スクールカウンセラーは授業時間中

や放課後等に保護者の方からの相談も行って

おり、様々なご事情も伺っておりますので、

ぜひご活用ください。 

 

 

（３）子供の参画・多様な活動の機会の充実 

No 意     見 区の考え方 

５１ 

区内でスポーツのできる施設（プールや体育

館）が少なく、上野桜木や谷中側にない 

狭隘な都心区である台東区では、スポーツ

施設の用地を新たに確保することが大変難し

い状況にあります。そのためご指摘の地域を

含め学校を活用し、スポーツができる環境整

備に努めております。 
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No 意     見 区の考え方 

５２ 

清島プールのように曜日限定、短期ではなく、

荒川スポーツセンターのように１年単位でスイ

ミング教室を開催して欲しい。 

清島温水プールは多数の方が利用すること

から様々なニーズがあると考えております。

そこで、幅広い年齢層や多種多様なニーズに

対応するために短期間の様々な教室を開催し

ています。今後も引き続き同様の教室運営を

行っていきますので、ご理解のほど、お願い

いたします。 

５３ 

区立小学校では５年ビーチボール大会を開催

しているが、中学になるとビーチボール部もな

く、行う機会が減ってしまいもったいないように

思う。中高生になってもビーチボールを楽しむ機

会があると嬉しい。 

区では、リバーサイドスポーツセンターで

一般開放事業を毎週木曜日に実施していま

す。また、区で支援している総合型地域スポ

ーツクラブの「たなかクラブ」でもビーチボ

ールの教室を毎月第１、３金曜日に実施して

おります。このような機会を通じ、ビーチボ

ールを楽しむ機会を引き続き提供してまいり

ます。 

 

（４）安心できる遊び場の整備 

No 意     見 区の考え方 

５４ 

遊び場も、本当に少なく感じます。谷中地区、

遊具が充実している公園（校庭を含め、）はあり

ません。児童館も先生たちが工夫して下さってい

ますが、ホールも自由に開放してください。男子

に圧倒された女子は体を動かせません。 

区立公遊園については、遊具の設置を含め

た改修工事を毎年実施しております。その際

は地元や利用者の方々の意見を踏まえて改修

工事を行うため、今後の改修工事の際に遊具

の設置を検討させていただきます。また、児

童館では、館内の遊戯室（ホール）や図書室

などを自由にご利用いただけます。しかし、

イベント開催時などには安全性の確保という

観点から、年齢層や場所、時間を区切ってご

利用いただくこともございますので、ご理解

のほどお願いいたします。 

５５ 

児童館について、 

館内・屋上共にきれいで、子供達が手ぶらで行

ける安全安心な居場所。もっと子供達に児童館を

利用してもらいたい。 

「安全・安心な居場所」の一つとして機会

を捉え、児童館利用の周知に努めてまいりま

す。 

５６ 

児童館について、 

中高生になっても、ボランティアとしても利用

してもらいたい。 

児童館では、中高生のボランティアを随時

募集しております。今後も「０歳から１８歳

までが利用できる施設」として、広く周知に

努めてまいります。 

５７ 

児童館について、 

子供達が児童館に行く機会を持つように、夏休

みの課題の一つとして児童館に行く事を取り入

れてみてはいかがでしょう。 

「児童館は、安全・安心な楽しい居場所」と

いうことを広く周知し、児童が自発的に来館

してもらえるよう、各児童館の特徴や特色な

どをわかりやすく情報発信することで、児童

館利用の促進に努めてまいります。 
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No 意     見 区の考え方 

５８ 

児童館について、 

イベントのもぐもぐクッキングが楽しく人気。

人数が限られてしまうので、もっと開催してほし

い。 

児童館を運営している台東区社会福祉事業

団と協議の上、今後検討してまいります。 

５９ 

児童館について、 

児童館は、他学校・他学年が一緒になって遊び、

学ぶことができる貴重な場所。 

いただいたご意見を踏まえ、引き続き児童

館運営に取り組んでまいります。 

６０ 

児童館について、 

現代は、公園での禁止事項が多く自由に遊べな

い。児童館がその役割も果たせるよう努めてい

る。 

いただいたご意見を踏まえ、引き続き児童

館運営に取り組んでまいります。 

６１ 

児童館について、 

遊びを通して、「できる」「できた」を大切にし

ている。 

いただいたご意見を踏まえ、引き続き児童

館運営に取り組んでまいります。 

６２ 

児童館について、 

子供は子供同士で遊びながら自然にルールや

役割分担が生まれる。人との関わり方を学べる。 

いただいたご意見を踏まえ、引き続き児童

館運営に取り組んでまいります。 

６３ 

子供達が自由にボール遊びできる公園を増や

して欲しい。 

区立公遊園については、公園施設の設置を

含めた改修工事を毎年実施しております。そ

の際は地元や利用者の方々の意見を踏まえて

改修工事を行うため、今後の改修工事の際に

検討させていただきます。 

 

６４ 

南千住汐入公園のような、芝生があり家族や仲

間が集ってピクニックができるようなスペース

が欲しい。BBQ ができるスペースが欲しい。 

区立公遊園については、公園施設の設置を

含めた改修工事を毎年実施しております。そ

の際は地元や利用者の方々の意見を踏まえて

改修工事を行うため、今後の改修工事の際に

検討させていただきます。 

 

６５ 

園庭のない保育施設も増え、公園遊びも時間に

よってはたくさんの子ども達でいっぱいです。 

体を動かすことのできる遊び場の充実を計画し

て下さってありがとうございます。よろしくお願

い致します。 

 

本計画に基づき、引き続き体を動かすことが

できる遊び場の充実に努めてまいります。 
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基本目標４ 子育て支援環境の充実を図る 

（３）地域における子育て支援の充実 

No 意     見 区の考え方 

６６ 

家庭支援センターぽかぽかひろばを利用させ

て頂いております。毎月、楽しい行事を計画して

くださる優しい職員の皆さまのおかげで、子ども

もひろばが大好きです。 

さて今回ご意見させて頂いたのは、ぽかぽかひ

ろばの出入り口のシステムについてです。「イン

ターホンを押してから入る」という決まりがあり

ますが、自動ドアなので、自由に出入りができま

す。 

子どもが被害にあう信じられないような事件

を多く耳にする昨今、防犯面で心配を感じており

ます。インターホンを押して職員の方が確認後、

施錠が解除されるといったシステムが導入され

ると、より安心して子どもを預けたり、遊んだり

することができると思います。 

色々とご事情があり難しいとは思いますが、ご

検討頂ければ幸いです。 

 

ご意見をいただきました件は、施設運営上

の課題として認識し、施設の安全性向上をよ

り一層図るため、自動ドアの改修工事を今年

度中に行う予定です。 

６７ 

ほぼ毎日「のびのびひろば」を利用しています。

スタッフの方も親切で、子供の運動の為だけでな

く、私の息抜きにもなっています。 

もっと午後にイベントがあると嬉しいです！ 

これからもよろしくお願いします。 

イベントの企画・運営につきましては、乳

幼児の生活リズム等に配慮しながら開催して

います。開催頻度については、利用者の意見

を踏まえ、今後検討してまいります。 

６８ 

０歳児向けのイベントが午前中ばかりなので、

午後にも開催してほしい。 

イベントの企画・運営につきましては、乳

幼児の生活リズム等に配慮しながら開催して

います。開催頻度については、利用者の意見

を踏まえ、今後検討してまいります。 

６９ 

台東子ども家庭支援センターのトイレが外に

有るので不便です。また、２歳にもなると走り回

りたくてしょうがないので他の子を考えると足

が遠のく。ホールを使っていない時は開放して自

由に使用できるようにしてほしい。 

施設の設備面及び運営方法につきまして

は、課題もございますので研究させていただ

きます。なお、毎月多目的ホールで大型遊具

を使用したイベントを実施しておりますの

で、ご参加をお待ちしております。 

７０ 

台東子ども家庭支援センターの方に、いつもと

ても良くしていただいています。他人にお願いで

きないようなことも率先して気がついてくださ

り、声をかけてくれるので、大変心強く、丁寧な

対応には頭が下がるばかりです。ありがとうござ

います。感謝でいっぱいです。 

 

これまでも子育てに関する相談や子育て支

援事業を通じ、安心して子供を生み育てるこ

とができる地域環境の形成に取り組んでまい

りました。今後も引き続き、より満足度の高

い事業の推進に努めてまいります。 
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基本目標５ 子供が安心して安全に育つ環境をつくる 

（１）子供の権利擁護 

No 意     見 区の考え方 

７１ 

子供の権利擁護 

小学校で担任についてのアンケートを取った

際、記入をしたところ、担任に直接話を聞かれ、

子供自身（書かなければよかった）と思うような

事がありました。担任本人がアンケートを取り、

記名をさせる方法は最善なのでしょうか。 

アンケート調査の記名式・無記名式につき

ましては、いずれもメリットとデメリットが

ございます。今後も調査の目的に応じて、適

切なアンケート調査を実施するよう、各学校

に周知してまいります。 

 

 

（２）児童虐待の防止 

No 意     見 区の考え方 

７２ 

昨今、児童虐待の問題が何度も対応不十分など

で提起されている中、区の計画では内容の具体性

のないものが計画されている様に感じました。こ

れでは、問題を未然に防ぐことや対応することが

難しいのではないかと思います。もっと具体的に

どう関わっていくのか提示すべきだと思います。 

 

児童虐待の防止については、第３部第３章

個別施策の展開の中の基本目標５（2）児童虐

待の防止において、現況及び今後の区の取組

みについて、記載しております。児童虐待に

対しては、子ども家庭支援センターを中心と

し、虐待予防のための活動や早期対応に向け

て事業に取り組んでまいります。 

 

（３）交通安全・防犯・災害対策の強化 

No 意     見 区の考え方 

７３ 

 保育園、小学校周辺道路の歩道と車道の整備 

小さな子供が歩くのに危険な場所があるので、 

整備していただきたい。 

 各地で相次ぐ児童を巻き込んだ交通事故の

発生を受け、区では未就学児の移動経路にお

ける交通安全の観点による点検を実施し、現

在、その対策を行っております。 

 また、小学校についても、学校・教育委員

会・警察・道路管理者が連携して通学路の安

全点検を実施し、登下校時の危険の解消と安

全の確保に努めております。 

 今後とも、より安全な園外活動や登下校を

実現するため、道路の整備を含め、関係各所

と連携し、児童の安全確保に最善を尽くして

まいります。 

 

７４ 

子供達が安全に登下校できるように、マンショ

ン前の歩道等に置いてある自転車の撤去を徹底

してほしい。 

区では、「東京都台東区自転車等の放置防止

及び自転車等駐車場の整備に関する条例」に

基づき放置された自転車の移送を実施してお

ります。「指導整理区域内」の放置自転車は即

日撤去が可能ですが、指導整理区域外につい

ても、マナー啓発や警告等を行い、長期間放

置が継続する自転車については移送を行うよ

う適切に対応してまいります。 
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（４）子育て世帯の生活を支える住環境の整備 

No 意     見 区の考え方 

７５ 

不忍池公園付近に浮浪者やホームレス、昼から

夜までお酒を飲んでいる人がいて不衛生で教育

にも良くない。 

鳩への餌やりや、路上喫煙なども子供に触れさ

せたくないのでなんとか環境整備していただき

たい。 

上野公園は東京都建設局が管理をしており

ますが、本区担当職員も東京都とともに路上

生活者に対する生活相談や巡回相談等も行っ

ております。今後も路上生活者の自立促進に

向け、積極的に取り組んでまいります。 

 

７６ 

台東区での歩きタバコをなくしてほしい 区では、条例で歩きたばこはやめるよう定

めるとともに、街頭でのマナー啓発キャンペ

ーンや、マナー指導員による巡回指導を実施

しています。今後もそうした取り組みを継続

して、喫煙する人としない人が共存できる環

境整備を推進してまいります。 

 

７７ 

現代は車を所持する人が減り、マンションでは

駐車場が余り、駐輪場が足らない状況が多いと思

う。台東区の条例等で、マンションの駐車場の確

保よりも駐輪場の確保台数を増やして欲しい。 

総戸数が１０戸以上のマンションなどを計

画する場合、「台東区集合住宅の建築及び管理

に関する条例」に基づいた建築計画が必要に

なります。この条例では、マンションの引っ

越し車両や、建築物のメンテナンス車両など

を駐車させるため、敷地内に１台以上の駐車

場の確保をお願いしております。駐車場を確

保することは、路上駐車の防止や、道路を通

行される方々に支障を与えないために必要と

考えております。またこの条例では、マンシ

ョンの住戸数と同数以上の駐輪場の確保もお

願いしており、今後も引き続き、建築主に適

切な駐輪台数の確保を指導してまいります。 

 

基本目標６ 配慮を要する子供や家庭への支援の充実を図る 

（３）生活の基礎を支えるための支援 

No 意     見 区の考え方 

７８ 

本当に貧困で困っている子の親にお金を渡し

ても子供は恩恵を受けない例もある。子供食堂

や、学用品、あたたかい衣類は現物支給が良いの

では。 

区では、学習支援及び子供食堂を実施して

いる団体に対し、子供育成活動支援事業とし

て補助金を支給しています。現在、NPO 法人

等により区内全域 5 箇所で事業を実施してお

り、引き続き、必要な家庭が利用できるよう

に今後も周知に努めてまいります。 

また、学用品、通学服等は、学年や子供ご

との個別の状況に応じて、必要な物品が異な

ります。一律に現物支給を行うと、子供によ

っては必要な学用品等の支援が受けられない

可能性があるため、本区の就学援助制度では、

保護者が学用品の購入等に要する費用に対す

る援助を行っております。 
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No 意     見 区の考え方 

７９ 

私の周囲にも、「子ども食堂」に興味がある人

もいるので、心の温かい方達が沢山いると思うの

で、もっと（必要であれば）いろいろもっとわか

りやすい活動をしていただけるとせっかくなの

で良いのではないかと思います。 

学習支援及び子供食堂を実施している団体

に対し、子供育成活動支援事業として補助金

を支給しております。現在、区内全域 5 箇所

で事業を実施されており、学習支援、子供食

堂以外にも、各実施団体それぞれがイベント

を行っておりますので、引き続き、必要な家

庭に利用してもらうよう周知・広報に努めて

まいります。 

８０ 

基本目標４）数年前に中学入学後すぐの宿泊を

ともなう校外学習に「貧乏だから」参加できない

生徒がいたと耳に入ってきました。もし事実、ま

たは費用の負担があって、その可能性があるな

ら、時期の考慮や、個別の対応など対策してほし

い。 

１年生の５月に４校で実施している「オリ

エンテーション」のことと思います。費用負

担ができずに、参加できない生徒がいたとい

う報告を受けてはおりませんが、経済的な理

由で支払いが困難なご家庭に対しては、就学

援助制度にて援助を行っております。 

 
 
 
 

基本目標７ 若者が社会生活を円滑に営むことができるよう、支援する 

（１）若者の社会的・職業的自立への支援 

No 意     見 区の考え方 

８１ 

若者施策については、「働きすぎ NO！」「８時

間働けば普通に暮らせる社会を！」を台東区とし

てスローガン化し、労働条件について広める等、

努力してください。 

本計画では、若者施策について、第３部第

３章基本目標７（１）において、就業に至っ

ていない困難を抱えた若者に対しての支援に

主眼を置き、計画を作成しております。就業

後の労働環境について、今後も区民の方等か

ら情報提供、相談等があった場合には、国や

都の機関に繋げ、対応してまいります。 
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No 意     見 区の考え方 

８２ 

基本理念から後半に至るまで、「若者の自立」

を支援する環境を整えることを繰り返し述べて

いるが、現在の台東区で育っている若者あるいは

成人は、十分自立しているのではないか？「自立

促進」に大きく区の力を注ぐならば、注がなけれ

ばならない現状を明確に区民に対し、説明して欲

しい。仮、特定セグメントの自立促進を指してい

るならば、一定の社会保証は必要だが、その他多

数のセグメントに対する計画とのバランスをと

ることが必要。 

本計画第１部第２章にも記載しています

が、平成３０年に実施した台東区次世代育成

支援に関するニーズ調査により、広義のひき

こもりは一定数いると推計しております。ま

た、若年無業者（ニート）及びフリーターも、

総務省労働力調査によると、毎年一定数存在

することが推計されていることから、本区に

おいても一定数の存在が想定されます。 

本計画は、「子供・若者育成支援推進大綱」

を勘案した、計画全体の事業に若者に対する

新たな視点を加えた計画としております。特

に、第３章の基本目標７では、上記のような、

ニート、ひきこもり等をはじめとする困難を

有する若者を対象とする施策としています。

計画全体の取組みを行っていくことで、すべ

ての若者が困難な状況に置かれることがな

く、社会的自立を果たせるようにしてまいり

ます。 

その他の基本目標においても、現状を踏ま

え、それに対応した事業を実施してまいりま

す。 

 

その他 

（１）計画全般について 

No 意     見 区の考え方 

８３ 

どれも、具体的な策が見受けられないため、目

標達成は運次第になってしまう気がします。具体

的な策があればもっと読みたいと感じます。 

本計画は、計画全体の評価指標の実現に向

け、７つの基本目標に分けて、その基本目標

達成のために具体的な事業を記載しておりま

す。最終案では、各事業の令和６年度時点の

具体的な事業量の目標を提示し、目標達成に

向けて各事業を着実に実施してまいります。 

 

８４ 

お隣の江東区と比較すると、子育て支援にもう

少し力を入れてほしいな…と率直に思っており

ます。 

歴史深い町、台東区だからこそ、長く住む素敵

な住民が増え、区が活性化していくことを節に願

います。 

 

 

いただいたご意見を踏まえ、今後の区の施

策の参考とさせていただきます。 
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No 意     見 区の考え方 

８５ 

子育て世代が安心して、子育て教育していくに

は、現状分析がもう一歩必要であると考えられ

る。 

本計画策定にあたり、平成３０年に子供や

保護者を対象にニーズ調査を実施し、現状の

把握に努めてまいりました。今後もいただい

たご意見を踏まえ、今後の区の施策の参考と

させていただきます。 

８６ 

資料全体を通じて「現況」のみ記載されており、

現在施行中の施策に対し、どれだけのコストが投

じられ、どれだけの効果が得られているのかが不

明。 

第３章以下の各基本目標では、「現状と課

題」に対応するための「今後の取組み」及び

各事業を記載しております。また、現在の区

の取組みに係る予算執行状況につきまして

は、毎年度の決算報告書で公表しており、効

果についても現行計画記載の事業においては

毎年１度進捗状況を確認し、子ども・子育て

会議を兼ねた台東区次世代育成支援地域協議

会において報告し、公表しております。 

８７ 

今は核家族が増え、1人で育児を背負わなけれ

ばならない親がたくさんいます。昔は隣りのおば

さんに頼めたことが現在は、行政の力を借りなけ

ればならず行政が追いついていないのでは…。と

思います。もう一度家庭と地域と学校で子供を育

てる、ということに着目しては、と思います。 

本計画では、前期計画の基本的な視点の３

つを引き継ぎ、子供・若者、親、地域のそれ

ぞれの立場に立ち、計画を作成しております。

今後もご意見を踏まえ、さらなる事業の充実

を図っていきたいと考えていますので、よろ

しくお願いいたします。 

８８ 

核家族が増えている中で、相談相手や自分に代

わって短時間でも子どもを預けられる人が得ら

れないため、子育てが孤立化してしまう傾向があ

るように思います。 

そのため負担感も大きくなり、お母様方が自由

になれる場を（気軽に利用できる施設）を増やし

てほしい。 

本計画では、前期計画の基本的な視点の３

つを引き継ぎ、子供・若者、親、地域のそれ

ぞれの立場に立ち、計画を作成しております。

今後もご意見を踏まえ、さらなる事業の充実

を図っていきたいと考えていますので、よろ

しくお願いいたします。 

８９ 

台東区は自営業の家庭が昔は多く、祖父母との

関わりも沢山あったが、現在はマンション住まい

が増え、関わりも減っています。子育て世代も多

く、他の土地から来て住んでいる方も増えている

が、近隣との関わりは少ない。両親共働きで、保

育園に預けたり、学童保育などを使用している世

帯も多いが、時間内（保育時間）に迎えに行けな

かったり、病気の時にどうするか？など、不安も

沢山あります。保育園も増やしてくれているが、

入園できない現状もある。地域との関わりが増え

たり、困った時にすぐに頼ったり相談できる、し

やすい環境が必要だと感じます。私は小学生の母

ですが、両親共に帰宅が遅いので、子供２人で夕

食をすませていますが心配もあります。学童や児

童館へ通わせていますので、安心なところもあり

ます。子どもたちも親も安心して生活できる環境

を望みます。 

 

本計画では、前期計画の基本的な視点の３

つを引き継ぎ、子供・若者、親、地域のそれ

ぞれの立場に立ち、計画を作成しております。

今後もご意見を踏まえ、さらなる事業の充実

を図っていきたいと考えていますので、よろ

しくお願いいたします。 

 



22 

 

No 意     見 区の考え方 

９０ 

台東区の子育て対策は全て遅れていて、魅力は

ない。 

いただいたご意見を踏まえ、区民の皆様に

そのように思われないよう、事業の充実に努

めてまいりたいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

９１ 

台東区は観光の区としてのイメージが強いた

め、子育てには不向きという事を聞くこともしば

しばあります。安心して子供を生めるように、金

銭的な補助や、安心して子供を遊ばせることがで

きる施設の拡充など、「子どもに優しい区」とい

うイメージが定着すれば、さらに住みやすい区に

なるのではないかと考えております。 

台東区に生まれ育って 40 年。これからも台東

区に住んでいきますので、今度の展開を心より楽

しみにしております。  

いただいたご意見を踏まえ、引き続き子育

て支援事業に取り組んでまいりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

９２ 

台東区の子供の現状と課題、また今後の取組み

が書かれており、とてもわかりやすかったです。

正直なところ、子供や子育てをする親たちに対す

る支援や取組みについて、知らないことも多々あ

りました。 

行政の方々と実際必要とする方々との考えの

隔たりがないように、今後もこまめに調査してい

ただき、地域社会全体で、子どもたちを健全に育

てていけるよう、（広報誌や SNS なども活用し）

フィードバックしていただけると幸いです。 

 

いただいたご意見を踏まえ、今後の区の施

策の参考にさせていただきます。 

９３ 

「子供」という表現ですが、広報などすべてに

言えることで、「子ども」に変えるべきだと思い

ます。”供”というのは「お供」「お供え物」の意。

子どもは権利行使の主体であるという子どもの

権利条約の立場に立つべきです。 

 

区では法律、条例、規則等で定めている場合

を除き、基本的には「子供」は漢字で表記する

ということで統一しております。ご理解のほど

お願いいたします。 

 

９４ 

細部まで詳しい内容で、わかりやすく把握でき

ました。特に貧困、格差、見えない子供の内容と

今後の取り組みは引き続き活動報告をお願いし

たいと思いました。 

ワークライフバランスの調和のとれた生活を

営む取り組みに期待しています。 

 

いただいたご意見を踏まえ、今後の区の施

策の参考とさせていただきます。 

９５ 

子育ての大変さがよくわかります。よりいっそ

う地域、学校が、一体となって子供にむきあって

いくべきだと思う。これからも台東区に住む子供

達のためによりよい環境を整えていただきたい。 

 

いただいたご意見を踏まえ、引き続き子育

て支援事業に取り組んでまいりますので、よ

ろしくお願いいたします。 
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No 意     見 区の考え方 

９６ 

子供をもつ親として、とても勉強になり、台東

区の取組みに感謝と安心感でいっぱいです。いろ

いろと考え、取り組んで下さっている事を今回こ

ちらの資料を見て初めて知りました。（すみませ

ん…）何か困った事があったら区役所に行ってみ

ようと思います。 

 

いただいたご意見を踏まえ、引き続き子育

て支援事業に取り組んでまいりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

（２）保育園の入所基準（基本指数、調整指数）について 

 

No 意     見 区の考え方 

９７ 

多胎児の保育園基準ポイントがあったほうが

よい（港区、渋谷区などの事例） 

保育所入所基準の指数は、保育の必要性を

適正に判断するために適宜見直しをしていま

す。現在、指数同一の場合の優先項目として

「多胎児」を設定していますが、指数での加

算については、多胎児の入園の状況や加算を

されない他の申請者への影響などを考慮し、

導入の必要性について検討してまいります。 

 

９８ 

仰願寺幼稚園及びあさくさナーサリースクー

ルは運営する団体が同じであり、隣接しているた

め、きょうだいが仰願寺幼稚園に在園しているな

らば、調整指数上の「きょうだい（卒園する児童

を除く）が認可保育園に在園している」（4 点）

を認可保育園と同様に適用してほしい。 

保育所の入所審査は、公平性・透明性の観

点から、ご家庭の状況等から算定した指数を

基に入所を決定しています。ご意見の調整指

数は、きょうだいが同一の認可保育所に入所

しやすくなるように設けたものです。ご提案

の内容は、認可保育所以外の一部の施設のみ

指数加算の範囲を拡大することとなるため、

公平性の観点などから実施は困難です。ご理

解のほど、お願いいたします。 

 

 


